
令和５年度

関係人口創出・拡大のための対流促進事業
（中間支援組織の提案型モデル事業）

事業の実施結果
（概要）

団体名 えらぶ島づくり事業協同組合

事業名 旅するノマドファーマーズ
～フリーランス農家×沖永良部島での援農体験～



えらぶ島づくり事業協同組合

• フリーランス農家とえらぶ島づくり事業協同組合が協業し、人手不足で悩む全国の農家を支援する体制づくりを構築するためにフリーラ
ンス農家のブランディングと沖永良部島の魅力を発信していく。また、フリーランス農家の援農体験を通じて、援農の魅力と課題を洗い
出し、フリーランス農家と受入農家の双方が働きやすい環境を構築する。

• 都市部の求職者と農家のマッチングを促進するため、えらぶ島づくり事業協同組合がノウハウを習得しながらインフルエンサーを育成。
SNS等を移住・定住のプラットフォームにし、関係人口創出に繋げる。

１．神奈川大学での授業を実施
・令和５年10月に神奈川大学経営学部国際経営学科３年生
22名の生徒を対象にフリーランス農家の働き方、沖永良部島
の暮らしや農業を紹介する授業を行った。さらに、授業の中で
は島の農繁期に援農をしながら地域と交流する農業インター
ンシップの企画内容の紹介をして、参加者を募った。

２．島農業インターンシップの実施
・令和６年２月に知名町にて農業インターンシップを開催した。
・９名が４泊５日、沖永良部島に滞在し、４チームに分かれて
ジャガイモ、サトウキビなど４農家の農繁期の援農を行った。
・夜は農家や事業者をトークゲストに招き、地域について学び、
最終日は地域の事業者、役場などを交えて報告会を開催し、
島の援農の募集やPR方法等について意見交換を行った。

１．参加者や地域の声
・参加者からは、普段都心では経験することがない援農や地域
住民との交流を通し自身の進路の選択として地方を意識するき
っかけとなったことや、研究テーマに反映させたいとの要望があった。
・地域住民からは、農繁期の労働力としてだけではなく、島の特
産品PRや情報発信の方法など、現場作業以外の知見を得る
機会になったとの喜びの声があった。
２．地域への影響や関係人口側の変容・文化的充足感
・本事業を通して、外部人材の受け入れに加え、地域内の異業
種が交流することで農業×観光の視点で人材を呼び込み関
係人口を作っていくことができないかと、双方にとって新たな気づ
きとなる貴重な機会となった。
３．事業を通じて得られた気づきや知見
・援農を通して地域住民と関係性をつくることで、遠方からでも継
続的に島の農業を応援できる関係性が作れたことが大きかった。

主な活動内容 主な成果

神奈川大学にて講義の様子 島の循環型農業の取組み発表 サトウキビ畑での作業 ジャガイモの掘り取り作業



えらぶ島づくり事業協同組合

事業実施体制・関係機関

体
制
図
等

団体名 役割

えらぶ島づくり事業
協同組合

事務局運営、島のPR、農業インターンシップの受入、SNS運用、動画の編
集、求人広告、農家との調整、両町との調整、各組合との情報共有など

小葉松真里 フリーランス農家としての新しい働き方のPR、関係各所との調整、イベントの
企画・立案・実施、現地コーディネート業務、SNS運用など

両町役場 組合のサポート、農業インターンシップ受入の農家との調整・対応など

各組合 情報共有、人材確保策についての成功事例の共有など



えらぶ島づくり事業協同組合

自立・自走化にあたっての課題
1. 持続的な関係人口創出の仕組みづくり
・アクセス不利地域に人を呼び込むためのブランディング構築
・魅力的な地域として認知されるためのSNS運用
・地域を訪れた方にリピートしてもらうための仕組みづくり

2. 産地間連携のプラットフォーム化
・プラットフォームを何にするのか？
・産地間でのプラットフォームの運用方法

3. 沖永良部島の拠点問題（住居不足）
・北海道、京都は受入先の住居を保有しているが、沖永
良部島にはない。

次年度以降の事業展開

事業スケジュール等

事業の収支計画等

・ 今年度、イベントやPR活動に行った北海道、京都と連携して、互いの
異なる農繁期に人材を融通し合うスキームを作ることで、持続的な関
係人口の創出を目指す。

・ 小葉松氏が産地間連携の取組みを企業や大学、農業団体などで
講義、農業関連雑誌、SNSなどでPRして認知してもらい、各産地で働
く新たな人材の獲得を増やす。

・ 各産地の人材をSNSやLINE公式アカウントへの登録に誘導し、
継続的に各産地で働くことができるよな仕組みづくりを構築する。

・ 特定地域づくり事業協同組合で連携し、組合職員の研修や短期バ
イト人材などを産地間で受入、生活や仕事のサポートをすることで、
産地間のブランディングやファンづくりをする。

・ 各産地の事業者に対し、外部人材を受け入れる上で注意することや
職場環境などの見直しを提案し、受け入れ側の意識変革を促し、
魅力的でリピートしたくなるような事業者を目指す。
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